
 

 

 

 

 

 

 

 

まほろば 通信 

2017.4.1 

Vol.16 
Ｍａｈｏｒｏｂａ 

ｐｒｅｓｓ 

 

press 

 

 

 

 

 

 

 

公益社団法人奈良県柔道整復師会 

発行者／公益社団法人奈良県柔道整復師会 会長 川口貴弘  編集／奈良県柔道整復師会広報部  印刷所／（株）進行社 

（写真提供：奈良市観光協会） 



まほろば通信 16 号 

1 

 

定時総会での会長挨拶 

 

さらなる改革と新たな貢献 

 

 

 

公益社団法人奈良県柔道整復師会 

 

会 長   川 口  貴 弘 

 

 

 

『柔道整復療養費検討専門委員会』 

『柔道整復師学校養成施設カリキュラム等改善検討会』 

昨年は柔道整復師の未来、日本の福祉と保健医療のあるべき姿を決める大きな二つの会議が進められ、

大きな進歩がありました。柔道整復師の地域への貢献の仕方も大きく変わろうとしています。適正化を

いくら叫んでも不正をおこなう柔道整復師は無くならない、公益法人の柔道整復師会に所属していない

柔道整復師には指導のしようがない等の考えのもと適正化推進をあきらめればそれですべてが終わって

しまいます。 

最も重んずべきは『信』であると考えます。信用、信頼、信義があってこその公益法人であり、利他の

精神が根底にあるのが公益法人です。国民にとって必要不可欠な医療であるとの自覚を持ち、日本の伝

統医療としての柔道整復を守り行政・保険者・国民との信頼関係を再構築するためにも、我々公益社団法

人の会員がルールメーカーとなり、自ら適正化

を実践し、それをすべての柔道整復師に示して

いくことが非常に重要だと考えます。お互いに

切磋琢磨しながらも道徳は守り、品位を忘れぬ

ようにしなければなりません。 

また、我々はこれまで先人の先生方が血のに

じむような苦労をして守ってこられた柔道整

復療養費を通じ、社会に多大な貢献をし、国民

から大きな支持を得られてきました。柔道整復

療養費は守りながらも、さらに別の形での社会へ

の貢献方法も選択し実行する時がきています。 

公益社団法人日本柔道整復師会 

第４１回近畿学術大会 奈良大会開会式の様子 
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平成２７年・２８年度 川口執行部 

少子高齢化のピークを間近に迎え、平成２９年度

より地域包括ケアシステムに基づく新総合事業が

全国で展開されます。２０２５年問題といわれる団

塊の世代の皆さんが７５歳以上になり現状の介護

体制では対応不可能な状況も目の前に迫ってきて

います。柔道整復師は厚生労働大臣より機能訓練指

導員として認定資格を得ています。柔道整復師であ

るならば、どなたでも機能訓練指導員となれるわけ

ですが、高齢者の医療、福祉、介護について十分な

知識を持って地域に貢献する必要から、公益社団法

人日本柔道整復師会は介護保険制度創設時より、介

護予防の現場での十分な知識と技能を得るため、他

の関係職種の皆さんと協働して介護予防を進める

ために介護予防機能訓練指導員認定柔道整復師の

資格を設けて、常に最新の介護制度や状況を知識と

して持つ必要から、フォローアップ等の講習を

受け３年間で更新する制度まで確立しました。 

この資格を有効に活用することは、介護予防

現場にとっても社会資源の拡充につながります。今後高齢者が増大していく中で接骨院・整骨院を利用

しての介護予防また利用者の自宅へ訪問しての機能訓練指導はなくてはならないものだと考えます。柔

道整復師は利用者個々の身体の状況を見ながらその可能性を早期に最大限に引き出すことが出来る外傷

の専門家・リハビリの専門職として、今までにない形で社会にも貢献できる確かで大きなチャンスです。 

厚生労働省がすべてを決め全国統一の同じ規則で決まる健康保険制度とは異なり、新総合事業は全国

の市区町村がそれぞれの地域の特性を鑑み地域のみんなで協力して元気な高齢者をつくる制度で、我々

が動いて、交渉して初めて市区町村と委託契約して参加できる事業です。行政からの声掛けを待ち、指を

くわえて見ているだけでは、何も始まりません。誰からも助けてもらえず、私達柔道整復師が行動を起こ

さなければなりません。これまで柔道整復師として地域の医療に貢献してきた実績をもって、介護予防

の分野でもいかに地域に貢献できるかを行政に理解してもらう事も、公益社団法人柔道整復師会の責務

だと考えます。 

新しい可能性に挑戦せず、現状を肯定していくことは安定ではなく衰退です。常に新しい形での地域

への貢献こそが、柔道整復師の発展に繋がるのではないでしょうか。国民のため、県民のため、地域の皆

さんのために、すべての柔道整復師が力を合わせる時がまさに今です。 

会員の皆様と一致団結し、大きく確かな一歩を進めましょう。 

第２５回日整全国少年柔道大会出場奈良県チームとの記念撮影 
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保険講習会案内板 

講習会の様子 

聴講される県内開設者及び柔道整復師 冒頭での川口会長挨拶 

平成 28年奈良県柔道整復師保険講習会（保険部） 
 

 公益社団法人奈良県柔道整復師会が主催する「奈良県柔道整復師保

険講習会」が、平成 28年 2月 28日(日)、奈良県社会福祉総合センタ

ーの６階大ホールにて開催されました。 

 奈良県柔道整復師会が公益法人の認定を受け、保険部にとって初め

ての事業であり、本会会員はもとより奈良県内で開設するすべての柔

道整復師に案内を送付し、開催できる事となりました。 

 保険講習会開催にあたり、県医療政策部の理事に相談申し上げ、奈

良県健康福祉部保険指導課、奈良県国民健康保険団体連合会審査支援

課、奈良県健康福祉部地域包括ケア推進室それぞれにご紹介をいただ

き、改めての講師依頼を行い、保険講習会当日を迎えました。 

 健康福祉部保険指導課からは、「療養費の受領委任の

取り扱いについて」、国民健康保険団体連合会審査支援

課からは、「柔道整復施術療養費支給申請書の記載につ

いて」、健康福祉部地域包括ケア推進室からは、「地域

包括ケアについて」。療養費の適正化について、また日

常の業務に関する基礎知識の再認識、今後の見通しと

しての地域包括ケア参入について聴講することができ

ました。 

 出席者は、本会会員が８５名、一般柔道整復師が４６名で、総数１３１名の結果となりました。 

 公益社団法人としての事業、保険に関する情報を正しく理解することで、柔道整復師の質の向上はも

とより、療養費取り扱いに関する適正化を目指し、本会では今後もこの事業の継続に取り組んで参りま

す。県下全柔道整復師の方々が集いやすい時期での開催も考慮して企画して参る所存です。 

 ご理解・ご協力の程、宜しくお願い申し上げます。          （文：保険部 前田貴史） 
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賞品の数々 

大会終了後の記念撮影 

第３回会員親睦ボウリング大会（柔道文化部） 
 

 ３月１３日（日）レインボーワールド橿原店にて、第３回会員親睦ボウリング大会が開催された。会

員・家族・従業員を含め参加者１７名で行われた。各自３ゲームをプレイし、スコアの良かった２ゲーム

の合計点で順位を競った。日曜日の午前中２時間にわたり行われたが、会員整骨院スタッフによるオー

プニングダンスなども披露され、終始和やかな雰囲気の中無事終了するこ

とができた。普段とは違う形で会員同士、スタッフ同士で交流が行われ、リ

フレッシュとともに楽しくさわやかに運動が出来る機会となった。尚、成績

上位者の結果は以下の通りである。 

１位 葛城支部 谷口祐次会員 ３１６点 

２位 生駒支部 田原 亮会員 ３０７点 

３位 飛鳥支部 峠貴資男会員 ２９５点        （文：広報部） 

 

健康保険組合奈良連合との連絡協議会 

県内損害保険会社との合同研修会（保険部） 

 

３月１６日（水）奈良春日ホテルにおいて、健康保険組合奈良連合会との連絡会を開催した。健康保

険組合奈良連合会より４名の役員、本会より４名の担当役員が参加し、健康保険組合の現状と療養費の

取り扱いなどについて詳細な連絡会議を開催し話し合われた。 

また６月１日（水）には、本会会館にて損害保険会社との合同研修会を開催し、損害保険料率算出機

構・県内損保各社から１３名の担当者に参集いただき、本会から３名が出席し研修会の開催を実施し

た。損害保険料率算出機構 自賠責損害調査センター企画推進部から提供された資料についての説明・

質疑応答・意見交換がなされた。 

本会では、健康保険組合連合や損害保険会社などと定期的に、相互理解を深めるための協議会を開催

している。我々公益社団法人に所属する柔道整復師として、日々確かな施術と適正な請求を旨としてい

ることをご理解いただき、ひいては県民或は事故被害者の皆様の健康の回復に精進を重ねるためにも、

このような大切な会議を積極的に開催し、会員の先生方の利益保護に努めて参りたい （文：広報部） 
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南埜先生による模範 

川口会長挨拶 

労働局長表彰を授与される岩井会員 

奈良県知事表彰を授与された青田会員の謝辞 ご臨席賜った高市早苗総務大臣のご挨拶 

本会主催形講習会（柔道文化部） 

 

５月１日（日）奈良市中央第二武道場にて本会主催少年柔道形講習会が行われた。昨年度に続き今年

度・来年度と日整全国少年柔道形競技会の選手を奈良県から選出するにあたり、６月に行われる奈良県

予選に向け５道場１２名の選手の参加のもとに行った。国際柔道連盟公認コンチネンタル形審査員ライ

センス（投・固・極・柔・護身術）、全日本柔道連盟公認

形審査員ライセンス（投・固・極・柔・護身術）をお持

ちの南埜 千賀先生に投げの形（手・足・腰）９本を２

時間にわたり丁寧にご指導いただいた。選手にとっても

６月の奈良県予選に向け、他道場の選手と合同での講習

会は良い刺激となった。        （文：広報部） 

 

 

公益社団法人奈良県柔道整復師会定時総会（総務部） 

 

６月５日（日）橿原観光ホテルにて公益社団法人奈良県柔道

整復師会定時総会が開催された。平成２７年度事業報告・会計

報告・監査報告、定款変更・定款施行細則変更などの議題につ

いて、円滑にすべての議題において承認を得られた。公益法人

移行後、報告事項の書式を本会内部形式から、一般に通用する

形式へと変更しなければならず、A3、A4 の紙媒体での資料配

布では説明時に読み取りが困難となってしまい、会員からご指

摘を受ける場面もあったが、今後の課題とし、まずは無事議題

の承認を頂けた事に感謝したい。全議題の終了後奈良県知事表

彰・労働局長表彰・永年業務表彰が行われ奈良労働局労災補償

課長 加藤 亜子様、本会会長 川口 貴弘より６名の会員へ表

彰が行われた。奈良県選出国会議員・県会議員の先生方をはじ

め多くのご来賓にもご臨

席賜り定時総会、またそ

のあとに行われた懇親会

も盛大に執り行われるこ

ととなった。               

   （文：広報部） 
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介護予防・機能訓練指導員認定講習会（学術部） 

 

平成 28 年 7 月 9 日（土）、10 日（日）公益

社団法人奈良県柔道整復師会会館におきまし

て介護予防・機能訓練指導員認定柔道整復師講

習会が行われました。奈良県でも平成２９年度

内に県下全ての自治体で介護予防事業の総合

事業化が決定しており、本会会員の中にも介護

予防事業参入への期待も高まっておりました。

そこで本会でも何とか認定講習を開催できな

いかという思いでの開催でしたが、県内のみな

らず他府県からの受講者もお越しいただき、約

６０名の受講者で本会会館が埋め尽くされま

した。これは介護予防・機能訓練指導員認定柔

道整復師として、介護事業へ参入していくこと

がこれからの柔道整復業界においての新たな

展望となることへの期待と、介護事業への参入

自体に興味を持って頂いている結果だと感じ

ました。 

1 日目は公益社団法人日本柔道整復師会 保

険部介護対策課、本会会長 川口 貴弘の挨拶・第 1 セッション「介護保険制度における柔道整復師の役

割」をご講演頂きました。第 2 セッション「認知症サポーター養成講座」を奈良県地域包括ケア推進室キ

ャラバンメイト連絡協議会 田中様よりご講演頂きました。第 3 セッション「生活機能向上への取り組

み①」を公益社団法人日本柔道整復師会 保険部介護対策課 三谷 誉先生にご講演頂きました。 

2 日目は第 1・2 セッション「運動指導のリスク」を西の京病院 整形外科 医長 岩田 圭生先生に

ご講演頂きました。第 3・4 セッション「生活機能向上への取り組み②」「個別機能訓練計画書論」を公

益社団法人日本柔道整復師会 保険部介護対策課 三谷 誉先生にご講演頂きました。 

公益社団法人日本柔道整復師会では、機能訓練指導員の質の担保のため認定講習の受講と認定の更新

のため３年毎に必要な講習会への受講を義務付けております。今回受講頂きました先生方にも本会で開

催するフォローアップ講習会、学術講習会などを受講頂き事業参入に必要な情報を獲得し、ご活躍頂け

ることをお祈り申し上げます。 

本会では機能訓練指導員認定柔道整復師資格を受けられた先生方にご活躍頂ける場を提供できるよう、

介護予防事業への参入にも全力で取り組んで参ります。          （文：学術部 福本善之） 

講習会場の様子 

三谷先生による講義 
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開会式の様子 

不当要求再現映画の上映 

第４２回近畿ブロック柔道大会（柔道文化部） 

 

 ７月３１日（日）京都市武道センターにおいて、第４２回近畿ブロック柔道大会が開催されました。開

会式後に少年の形演武が行われました。６月の第６回日整全国少年柔道形競技会奈良県予選で優勝し、

全国大会出場が決定している鴻乃池道場チームが参加してくれました。 

 全国大会へと繋がる年代別選手権には奈良県より５

名の選手に参加頂きました。４名は惜しくも１回戦で惜

敗となりました。唯一、葛城支部 長田会員が４０代の

部で準優勝と健闘いたしました。残念ながら今年は奈良

県からの全国大会出場メンバーは出ませんでした。 

 紅白戦には奈良県より８名が出場し、生駒支部 西畑

会員、葛城支部 長田会員、葛城支部 勝良会員の３名が勝利いたしました。 

 ご参加いただきました先生方、応援に駆け付けて下さった先生方には、猛暑の中遠路お運び頂き誠に

ありがとうございました。                           （文：広報部） 

 

 

不当要求防止責任者講習会（広報部） 
 

7 月 31 日（日）本会会館にて不当要求責任者講習会を開催いたしました。不当要求責任者講習会とは

暴力団等の反社会的勢力による不当要求や圧力から身を守るため、反社会的勢力の構成や手口などにつ

いての講習を受け、その対処法を身につけるための講習会である。今回の講習には、奈良県警察組織犯罪

対策第二課及び公益財団法人奈良県暴力追放県民センターより 3 名の講師の先生方をお招きし、反社会

的勢力組織の構成や構成員の数、活動地域など組織についてのお話と、実例をもとにケース分けされた

不当要求の手口とその対処法についてご講義頂きました。 

医科・歯科・柔道整復の療養費の不正請求が取りざたされ、それらが反社会的勢力の資金源となってい

るニュースが世間を賑わしている昨今、我々柔道整復師にとって、もはや対岸の火事ではなく、いつ反社

会的勢力の脅威にさらされるかもしれない状況の中、転ばぬ先

の杖で対策することのできた本講習会は大変有意義なもので

あった。受講者は受講終了後、奈良県公安委員会より発行され

る受講証を授与されました。また、本講習会は 3 年に 1 度の受

講を目途とするよう奈良県公安委員会よりご指導いただいて

いるので、今回受講されなかった先生方も次回の講習会は是非

受講くださいますようお願いいたします。   （文：広報部） 
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午後からの練習試合 

卒後臨床研修医療人(柔道整復師)研修講座 
 

９月１１日（日）公益社団法人大阪府柔道整復師会会館にて卒後臨床研修医療人(柔道整復師)研修講

座が開催された。約８０名の新卒柔道整復師が独立開業に向け、医療人としての規範を身につけるべく

参加された。国家資格の取得の後に無条件で開業することができる柔道整復師であるが、規制緩和によ

る専門学校の乱立で資格取得者が激増し、質の低下が懸念される昨今、自主的に医療人研修講座を受講

された柔道整復師の諸氏には、医療人として適正なモラル・マナーを備えて、国民柔道整復医療の一翼

を担っていただけることを心より期待する。                              

                                 （文：副会長 米田博伸） 

 

平成２８年少年柔道合同錬成会 

第２５回日整全国少年柔道大会出場奈良県チーム強化練習会 

（柔道文化部） 

 

９月２２日（月・祝）私立天理高等学校第二道場にて平成２８年少年柔道合同錬成会並びに第２５回日

整全国少年柔道大会出場奈良県チーム強化練習会を開催いたしました。台風の接近に伴い急遽警報発令

時のマニュアルの見直しなども行い、災害時対応

にも万全を期して当日に臨みましたが、幸いにも

台風の影響もそれほど受けず無事開催することが

できました。徳島・和歌山・京都など県外の道場か

らの参加を含め２３道場総勢２１０名が参加する

錬成会となりました。 

 午前中はみっちり練習し、午後からは練習試合

なども行い、朝９時から昼食をはさみ午後４時迄

本会柔道部員の協力のもと、内容の濃い錬成会と

なりました。回数を重ねるごとに指導に当たる柔

道部員も、参加者も要領を得て県内、県外を問わず

参加頂いた皆様には、お帰りの際にお喜びの声を

頂戴しております。 

 救護対応こそ多かったが、大事に至るような怪

我もなく本年も無事終了することができました。   

（文：広報部） 

 

練習前に『やわら体操』を実施 
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柔道整復療養費審査委員会・療養費自主審査会（保険部） 
 

柔整審査会（国保）：県下全ての市町村国保・後期高齢者医療連合に係る柔道整復療養費申請書を厚生労

働省通知に従い一次審査を実施する審査会です。事前審査（事務職員による共助チェック）を得たすべて

の申請書を、審査委員長を含む 6 名の審査員によって厳正なる審査を実施しております。審査員の構成

は、審査委員長（大学医学部・整形外科医師）、学識経験者（公的

病院・整形外科医師）、保険者代表委員２名（開業内科医師）、柔

道整復施術者代表委員２名（公益社団法人会員）、以上の 6 名で

執り行われます。 

本県の国保審査会では、常に合議による審査判断を根拠として

おり、偏重することなく審査を実施しています。柔道整復施術者

代表の 2 名の審査員は、本会会員であるのみならず奈良県知事の

委嘱を受けた審査委員であり、柔道整復師の代表である使命と責務を持って審査を遂行しています。個

人契約柔道整復師の中には、支給基準や各種の発令通知を理解されないまま申請書を作成される例が散

見されますが、県下全ての柔道整復師が正しく情報を入手でき、情報を正しく理解できる環境下で業務

を遂行して頂けることを切に願っております。 

 

柔整審査会（社保）：全国協会けんぽ奈良支部に係る柔道整復療養

費申請書を厚生労働省通知に従い 1 次審査を行う機関です。10 名

の審査委員により厳正なる審査を行っております。審査委員は、学

識経験者・審査委員長（公的病院・整形外科医師）、学識経験者（開

業整形外科医師）、保険者代表委員 4 名（協会けんぽ・健保組合代表）、施術者代表委員 4 名（公益社団

法人会員）、以上の 10 名で構成されます。国保審査会同様施術者代表委員の 4 名の本会会員は県下柔道

整復師の代表としての使命を持って、柔道整復療養費が適正に申請・支給されるよう、柔道整復療養費支

給基準を熟知・熟考し、いかなる状況にも対応できるべく日々研鑽をつみ審査を行っております。 

 

療養費自主審査委員会：先に述べた公的審査会の委員を含む、本会会長が委嘱した８名の委員によって

行われる自主的審査会で以下の通り行っております。 

●自主審査委員会＝本会事務局に提出された本会会員からの柔道整復療養費支給申請書を各保険者へ

送付するにあたり、記載不備・支給基準の誤認がないか等の事前点検を行い、無用な返戻を少しでもなく

す為の本会で行う予備審査です。 

●返戻対策委員会＝保険者からの疑義返戻に関して、本会会員より疑義の生じた原因などを聴取し、

詳細な回答に基づき文書作成を行い返戻書類に添付し再提出を行います。文書による詳細な説明を行う

支給申請書（レセプト）の自主審査 

返戻対策委員による再提出用文書作成 
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ことで、疑義返戻への再提出時に事実の誤認を回避し、再提出申請書が受理されるまでを円滑にするた

めのお手伝いをいたします。                           

●新入会員保険指導会＝新入会員に対して新入会となった当月から 3 回、毎月 1 回保険取扱いに関す

る指導を行います。療養費の取り扱い、カルテの指導、広告の制限や受領委任についてなど、本会会員

として適正な申請を行っていただくために必要な指導を行い、また入会直後でわか

らないことなどあれば質問・相談にも随時対応いたしております。（文：広報部）                 

 

 

 

米田・谷口両副会長からメッセージ 

 

厚生労働省における社会保障審議会医療保険部会柔道整復療養費検討専門委員

会は、平成 29 年 2 月 15 日に第 10 回目を迎えています。今後は地方厚生局の指導職員が増員さ

れ、指導監査のあり方・違法広告の改善指導・柔整審査会審査権限（各都道府県柔道整復療養費

審査委員会）などが強化されることになっています。これらの内容に関しまして、会員の先生方

から相談をお受けする機会が多々ございます。 

 

適正に柔道整復を遂行される本会所属の先生方におかれましては、何ら案ずることなく業務に精

励いただきたいと存じます。例えば柔整審査会審査権限強化とは、審査の重点項目に「部位転

がし請求等の傾向」を加えて、疑義ある請求だと判断される場合に、審査会において柔道整復師へ

の直接調査や受診者への聞き取り、或いは請求に関する資料（領収証発行履歴や通院簿など）の提

出を求めることが可能となります。これらは各柔整審査会の委員の合議制において、公平に実施さ

れることになります。 

 

一部の保険者が、やや誤った形で導入しておられる受診抑制に近い調査方法に比べ、ピンポイント

で確実な調査が可能となり不適正な柔整師や悪質な受診者の排除が効果的に実施されます。会員

の先生方におかれましては、これまで通り偏重した傾向的算定を慎み、特に亜急性損傷について的

確な判断のもとに負傷機転を明らかにした受診者説明や施術録記載を行い、一部負担金は減免や

超過徴収することなく規定通りにご対応ください。 

 

公益社団法人として活動する本会が弱体化することがないように、そして公益社団法人日本柔道

整復師会による舵取りを信頼し、力を合わせて柔道整復適正化推進を 

切に願っております。 

 

会員の先生方の確かなご協力！ 何卒宜しくお願い申し上げます。 
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学術・生涯学習講習会 
 

１０月８日（土）日本柔整会館にて学術・生涯学習講習会が開催された。特別公演では現芦屋学園校

長元ラグビー日本代表 大八木 淳史先生により「スポーツビジネス改革～巨大ビジネス化へと成長す

る視点から～」と題して、一般の労働現場においてスポーツを行う機会が与えられると労働効率が向上

し、化学・医学の分野においても適度のスポーツ（非日常）を取り入れることで研究作業が円滑に行わ

れ易くなると述べた。またスポーツマンには広くマルチサポートが必要であり、外傷受傷時などには柔

道整復術による治療技術のみならず、言葉による回復促進を含めた助言や指導も重要であるとも述べ

た。加えてラグビーワールドカップの他、あらゆるスポーツ分野において我々柔道整復師による適切な

サポートを期待される結語で締めくくられた。その他、柔道整復師による研究発表や、熊本地震におけ

る柔整医療救護活動報告も行われ、自然災害に際しての柔道整復の活動性が再確認された           

                                 （文：副会長 米田博伸） 

 
ふれあい・いきいき祭り 

～橿原市健康と社会福祉の祭典～（福祉部） 

 

１０月１６日（日）かしはら万葉ホールにて橿原市ふれあい・いきいき祭りが行われた。本会の参加も３

回目となり、今回は膝関節・足関節のテーピング体験、健康相談などを行った。前回、膝関節のテーピン

グを体験された来場者が、先にテーピングを体験した

後、他ブースを巡るといった嬉しい出来事もあり、本会

がこの催事に定着しつつあることが実感できる一幕も

あった。 

今年も１００名に近い来場者が本会ブースを訪れ、柔

道整復師の社会的地位の向上と共に本会の活動を広く

知って頂く事の一助となっ

た。今後も橿原市をはじめと

し、より多くの県民の皆様へ

本会の活動と柔道整復師の

担う役割を知って頂けるよ

う、努力していく必要性を感

じる催事であった。 

    （文：広報部） 

 
（上・下）テーピングを体験される参加市民 橿原市観光PRキャラクター  
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第４２回日整全国柔道大会 

第２５回日整全国少年柔道大会 

第６回日整全国少年柔道形競技会（柔道文化部） 

 

 １０月９日（日）講道館（東京）において第４２回

日整全国柔道大会、第２５回日整全国少年柔道大会並

びに第６回日整全国少年柔道形競技会が開催された。 

 大会当日、少年選手団は、主賓でお越しいただいて

いた奈良県選出衆議院議員の田野瀬 太道文部科学大

臣政務官と別室での記念写真の撮影並びに激励のお

言葉も頂戴し、気合十分で大会に臨んだ。 

 形競技の鴻乃池道場チームは、序盤から完成度の高

い形の演武を披露してくれていたが、普段の練習と勝

手が違う事もあってか、中盤で受けと取りの立ち位置

を間違えてしまい決勝進出とはならなかった。少年団

体では選手各自の持ち味を発揮し、元気いっぱいの試

合をしてくれたが、三重県チームに２対１で初戦敗退

となった。 

会員の大会では昨年準優勝の実績を持つ我々近畿チ

ームに期待が寄せられたが、初戦で同じく優勝候補の一角である大阪チームに２対１と惜敗を喫した。 

 今年は、前年までの体育の日（月・祝）開催ではなく日曜日に大会が開催され、日程の都合上近畿チー

ムの壮行会が大会後の慰労会へとなったこともあり、前日に行われた奈良県チームの夕食会には川口会

長・米田・谷口両副会長にもご同席頂け、翌日の大会へ向け一体感のある会食となり、選手・保護者の皆

様にもお喜び頂けたものと思います。来年も奈良県チーム一丸となり優勝を目指して精進して参りたい。          

                                        （文：広報部） 

 

 

 

 

 

 

 

 第４２回日整全国柔道大会 健闘する奈良県チーム 

（上・下）田野瀬太道文部科学大臣政務官と 

記念撮影をする奈良県チーム 
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学校安全 Web とは、独立行政法人日本スポーツ振興センターの運営する Web サイトで災害共済給付・学

校安全支援など、学校災害時の児童の支援並びに学校での事故防止・安全支援などを行っている。 

〈災害共済給付〉・・・義務教育諸学校・高等学校・高等専門学校・幼稚園・幼保連携型こども園・保育所

等及び特定保育事業の管理下における災害に対し災害共済給付（医療費、災害見舞金 または死亡見舞金）

を行っている。 

〈学校安全支援〉 

 学校での事故防止対策―学校災害事故防止に関する調査研究によって得られた成果物等の掲載。 

 講習会・説明会―学校災害事故防止に関する説明会等の開催。 

 地域だより―全国を 6 つの地域に区分し、地域に密着した学校安全情報の発信。 

 教材カード―災害事故防止啓発資料として活用できるようカード化。 

学校給食の衛生管理―食中毒発生状況等の掲載。 

詳しくはこちらまで （ＵＲＬ）： www.jpnsport.go.jp/anzen/ 

 

学校安全業務運営会議（保険部・広報部） 

 

１０月２４日（月）県内医師会、歯科医師会、薬剤師会、柔道整復師会、教育委員会、小学校長会、中

学校長会、高等学校長会、私立中学高等学校連合会、私立幼稚園連合会、民間保育連盟、PTA 協議会の

代表者及び、独立行政法人日本スポーツ振興センターの役員などの参加のもと学校安全業務運営会議が

開催された。 

協議内容は以下の通りである。 

１. 報告  ①平成２７年度事業報告及び平成２８年度重点取組について 

②学校安全業務運営会議について 

２. 協議 「災害事故データの分かりやすい情報提供及び地域ネットワークの推進強化」 

  －地域の関係団体との連携・協力による学校における事故防止の推進－ 

３. その他 

奈良県柔道整復師会の最近のトピックとして、奈良マラソン、柔道大会を中心に、各種スポーツ競技へ

の救護派遣活動を実施していること、また近畿学術大会奈良大会において特別講演「スポーツ現場にお

けるリスクマネジメント」を聴講し、救護活動の重要性と学校安全業務に繋がる活動を行っていること

の報告を行った。 

以上の内容についての説明が１１月開催の第３回理事会にて報告され、依頼があった学校安全 Web と

本会ホームページでのリンクを行うことを決定した。 

尚、独立行政法人日本スポーツ振興センターの運営する学校安全 Web については次の通りである。  

 

 

 

学校安全 Web 
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榮﨑先生による基調講演 

公益社団法人日本柔道整復師会 

第 41 回近畿学術大会奈良大会（学術部） 

 

 １０月２３日（日）奈良県社会福祉総合センター

におきまして公益社団法人日本柔道整復師会第 41

回近畿学術大会奈良大会が開催されました。当日は

悪天候も予想されていましたが大会への影響もな

く、多くの参加者に恵まれ盛況のまま閉会となりま

した。 

特別講演は国立大学法人 奈良教育大学 保健

体育講座 学校保健・スポーツ医学研究室 教授 

笠次 良爾先生によります「スポーツ現場におけるリスクマネジメント」と題しご講演賜りました。公益

社団法人奈良県柔道整復師会も救護班を派遣している奈良マラソンも例に挙げながら災害医療の考え方

をスポーツ医療に応用する手法を紹介頂きました。スポーツ現場にも赴くことのある我々柔道整復師に

は、今後の活動につながる講演内容でありました。 

今回の奈良大会では基調講演も組み込み、講師に

は、さくらい悟良整形外科クリニック リハビリテ

ーション科 科長 榮﨑 彰秀先生に「肩関節拘縮の

運動療法－理学療法士からの視点－」と題してご講

演を賜りました。超音波エコーを用いた評価、理学

療法士としての評価、治療観点をお話しいただき、

我々柔道整復師の視点との違いにも気付かされ、明

日への治療に生かせるようなご講演となりました。 

第一会場におきましては、公益社団法人日本柔道整復師会から介護部や国際部の活動報告を行い、会

員発表としてオリンピック・パラリンピックなどの大会に柔道整復師としてフィールドをさらに展開で

きるようにトレーナー活動の報告や症例報告が行われました。 

第二会場では、各養成校で課題研究された内容の発表があり、学生たちの日頃からの学術向上と研鑽

が窺い知れる発表となっているように感じました。 

第三会場において超音波画像観察小委員会の活動報告会が行われ、奈良大会では特別講演として日本

超音波骨軟組織学会(JSBM)会長 山田 直樹先生にご講演を賜りました。 

次回は平成２９年１０月１日（日）に第 42 回近畿学術大会和歌山大会が和歌山県主管で「和歌山県民

文化会館」において開催されます。どうぞ多数のご参加・ご協力の程宜しくお願いいたします。    

（文：学術部 福本善之） 

笠次先生による特別講演 
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運動指導の様子 

全国保険部長会議（保険部） 
 

１１月３日（木・祝）公益社団法人日本柔道整復師会館にて全国保険部長会議が開催された。「柔道

整復療養費をめぐる状況」と題して厚生労働省保険局医療課 保険医療企画調査室長より講演頂き柔道

整復療養費の推移をベースに、地域包括ケアシステムへの柔道整復参入を視野にした活動の大切さを聴

講し、日整保険部より制度改革と療養費改定について、療養費の支給基準についてなどの報告、日整保

険部介護対策課よりの報告、意見交換などが行われた。既述しているように、保険部では保険者との会

合のみならず、政府との業界唯一の窓口機関である公益社団法人日本柔道整復師会の開催する会議や講

習会にも積極的に参加し、協定団体の使命として会員諸氏への正しい情報発信を行うべく、日々研鑽に

努めている。 

（文：広報部） 

 

斑鳩町介護予防運動教室（福祉部） 

 

本会では平成２４年度より、斑鳩町機能訓練運動教室

を実施しています。本事業は高齢者の筋力・心肺機能の向

上、生活習慣病の改善を目指し、公益社団法人日本柔道整

復師会の定める機能訓練指導員認定柔道整復師の指導の

下、筋力トレーニングやリズムに合わせてのステップ運

動などを行っております。 

昨年までは月２回、年間２４回の運動教室を開催してお

りましたが参加者も６０名を超え、一度に参加者全員を指

導するのが困難になってきたため、本年度より参加者を２

つのチームに分けそれぞれ２４回、合計４８回の開催とし

ております。年々参加者も増加し、斑鳩町においてこの運

動教室は一定の評価を得ているものと思われます。 

この運動教室では、歩行中の転倒リスクを軽減し、転倒によ

る怪我を防ぐこと、健康余命の引き上げを意識し、特に下肢筋群の強化及び立位・歩行時の体幹のバラン

ス力の強化を目指し行っています。年度の最初と最後には運動機能の測定を行っていますが、過去の結

果ではいずれも明らかな運動機能の向上に繋がっており、本教室の成果が伺える結果となっております。 

 本会ではこれからも機能訓練指導員認定柔道整復師資格を取得されている先生方にご活躍頂けるよう、

県下の自治体への働きかけを行い、総合事業への参入に尽力して参ります。皆様、ご協力の程宜しくお願

い申し上げます。                                （文：広報部） 

DVD に合わせて体操する参加者 
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橋本先生による指導 

参加者一同記念撮影（並河天理市長も激励にお越しくださいました） 

注意事項などを聞く参加者 

日整近畿ブロック会主催平成２８年度近畿少年柔道合同練習会 

（柔道文化部） 

 

１２月４日（日）私立天理高等学校第二道場にて日整近畿ブロック

会主催 平成２８年度近畿少年柔道合同練習会が開催されました。 

 近畿圏内の３６道場から、将来この日本を背負って立つ２５９名

の若き元気な少年柔道家が参加しました。午前の練習は、天理高校、

天理大学ご出身の講道館柔道八段で現在東京有明医療大学教授の  

橋本 昇先生を講師にお迎えし、今回が第一回目の練習会という事も

あって、わざわざ東京からお越しいただいての講習会が約１時間半

に渡って行われました。 

 まず基本姿勢や体捌きが、いかに大切かを説き、内股を得意技とす

る橋本先生は、自分より背の高い選手相手に大内刈をよく使用した

ことを、実際に技を見せながらご教授されました。大人になっても役

立つであろう哲学も交えながらの、楽しい中にも厳しさがある講義には、子供たち全員が目を輝かせな

がら食い入るように聞いていたのが印象的でした。また、教えて頂いたいろいろな大内刈の入り方を道

場いっぱいに選手たちが広がって所狭しの練習となり、あっという間の１時間半でした。 

午後の練習は、参加各道場対抗の練習試合を１０会場に分かれて６試合行いました。選手たちは力い

っぱいに励み、午前とは打って変わって、顔からは笑顔が消え、公式戦さながらの白熱した試合が各会場

で繰り広げられました。先生方からも熱の入ったアドバイスが飛んでいました。 

初の試みとなったこの合同練習会は、ご参加頂いた近畿圏の多くの熱心な道場の先生方と保護者の皆

様のご協力のお陰で、大きな事故もなく無事終えることができました。また、近畿ブロック会の先生方に

は、早朝からお運びいただき誠に有難うございました。御世話おかけいたしました。 

次回は、奈良県が主管であります。今回に負けない盛り上がりと、更に内容のある合同練習会になるよ

う、皆様のお力添えをいただけたら幸いです。どうぞよろしくお願いします。 

スタッフの一人として参加し、選手たちの笑顔と一生懸命に打ち込む姿に触れることができ、それと

何よりも橋本先生の技のご説明の『受

け』を務めさせて頂けたことは、私の

宝です。あの組まれた時の感覚、投げ

られた時の感覚を大切に、自分の柔道

とこれからの人生に生かしていこう

と思います。有難うございました。 

（文：柔道文化部 平野大亮）                                 
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２０キロ地点に設けられた本会救護ブース 

奈良マラソン救護（福祉部） 

 

１２月１１日（日）に開催された奈良マラソンに本会よりも救護を派遣し救護活動を行いました。奈良

マラソンへの救護派遣は２０１０年の奈良大仏マラソンから数えて今年で７年目となり、ランナーの皆

様にも本会の救護場所なども覚えて頂けるほどになりました。今年も４００名を超えるランナーが立ち

寄られました。今年は運営委員会よりアルミレジャーシートが支給され、寒風吹き荒れる中アスファル

トの上に直接ビニールシートと毛布だけを敷き詰めて行った昨年までと比べ数倍暖かく、ストレッチ中

に低体温症状を起こす懸念もなく、また柔らかい素材のアルミレジャーシートはランナーを臥位にして

施術する時もランナーにも施術者にも負担が少なく、救護にあたる側としてもランナーに掛ける負担が

少なくなったことに安堵いたしました。 

奈良マラソンにおいて本会が担える役割も定着しつつあり、今後も更なる活躍ができる様取り組んで参

りたいと思います。 

 

大会結果 

フルマラソン 

男子出走者数 ９５８６人  完走者数 ９０１８人 

女子出走者数 ２３４２人  完走者数 ２１１９人 

 

１０キロマラソン 

男子出走者数 ２０５１人  完走者数 ２０３８人 

女子出走者数 １９７１人  完走者数 １９４９人 

 

 

     

（文：広報部）    

ランナーのケアをする本会会員 ランナーの応援 
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ご挨拶下さる奥野信亮議員 会場の様子 

平成２９年新年互礼会（総務部） 

 

1 月 22 日（日）橿原ロイヤルホテルにて平成 29 年公益社団法人奈良県柔道整復師会新年互礼会が開

催された。互礼会に先立ち奈良県柔道整復師協同組合の賛助会員である業者 7 社によるプレゼンテーシ

ョンが行われ、賛助会員取り扱いの商品について説明された。プレゼンテーションに続き、保険部長よ

り保険の取り扱いに関するワンポイントレッスンが行われ、現在の療養費支給基準などについての講習

と申請時の留意点などのアドバイスがあった。本年の新年互礼会にも国会議員、県会議員の先生方をは

じめ多くのご来賓の方々にご臨席賜り、盛大に開催された。            （文：広報部）                          
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ご講演頂く藤井先生 

ご講演頂く髙見先生 

前田保険部長による保険説明会 

第 41 回定例学術講演会（学術部） 

 

2 月 5 日（日）橿原観光ホテルにて、公益社団法人奈良県柔道整復師会第 41 回定例学術講演会が開催

された。今回の学術講演会も 2 名の講師の先生方をお招きしご講演頂いた。まず、奈良県立医科大学整

形外科 学内講師 藤井 宏真先生より「稀だが注意すべき整形外科疾患」と題して講演頂いた。 

小児患者の疼痛の発症には特異的なものがあり、しば

しば股関節疾患であるにも拘らず、膝関節痛や大腿前面

部の痛みを訴え来院することがあり、初検時膝関節周囲

の疾患にとらわれすぎているとぺルテス病、大腿骨頭滑

り症などの疾患を見逃してしまう事となる。これらの疾

患をなるべく早く発見するためには股関節損傷の疑いを

持って治療にあたり、期待される回復が認められない場

合は、早めに医科との連携をはかる必要がある。また、腰部痛で来院される患者でも治療により症状が改

善しない場合は腫瘍などの可能性もあるので、その注意すべき点など詳細な説明がなされた。小児のス

ポーツ障害等我々柔道整復師が日常的によく目にする疾患を診る際の注意点などもご教示頂き明日から

の柔整治療に役立つ有意義なご講演であった。 

続いて、クリニック神宮前院長 髙見 武志先生より 

「高血圧とその合併症 －施術での注意点－」と題して

高血圧が誘因となり発症する種々様々な疾患についてご

説明頂いた。アメリカのルーズベルトが大統領就任以前

よりヤルタ会談後急死に至るまでの血圧変動のデータな

どを用いて、ストレスが血圧に与える影響や、人類の発

生から現在に至るまでの過程と血圧を調整するシステム

（レニン‐アンジオテンシン系）の確立など歴史学、進化学を交えて現在の高血圧患者の増加に至るま

での経緯をご説明頂くなど、柔道整復師からすると専門外の血圧に関する話を、巧みな話術を用いられ、

楽しく拝聴することができた。また、高血圧患者の約半数は医科への受診をしていないことを挙げ、柔道

整復施術の前後で血圧の変動が予想される事をあわせ、施術の前後で血圧の測定をするのが好ましいと

アドバイスを頂き講演を締めくくられた。 

学術講演会後に本会会員を対象に行われた保険説明会で

も、本会保険部長より療養費支給申請書記載時の留意点や、

保険統計の推移などを詳細に説明され、学術研鑽のみならず

療養費の適正化に向けた取り組みにもより高い関心を持っ

てもらうことができた。         （文：広報部） 
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〈新入会員〉平成２９年２月１日現在まで 

 

平野 純 会員            豊田 優 会員 

●入 会 平成２８年４月１日        ●入 会 平成２９年１月４日 

●施術所 ひらの整骨院           ●施術所 はなまる整骨院 

 住 所 〒637-0093             住 所 〒630-0133 

 奈良県五條市田園３丁目２０番地の 2     奈良県生駒市あすか野南２丁目 1-6 

 TEL・FAX 0747-32-8515          TEL・FAX 0743-79-0870 

 

 

久保 勝志 会員           橋本 兼佑 会員 

●入 会 平成２８年５月１０日       ●入 会 平成２９年１月４日 

●施術所 ひまわり整骨院          ●施術所 ひまわり整骨院 

住 所 〒632-0071             住 所 〒639-1042 

   奈良県天理市田井庄町 565-2 金星ビル１０５号      奈良県大和郡山市小泉町 2880-1-105 

 TEL・FAX 0743-63-0811            TEL・FAX 0743-54-6740 

 

 

坂口 敦英 会員           

●入 会 平成２８年７月１日        

●施術所 さかぐち整骨院 

 住 所 〒634-0803 

   奈良県橿原市上品寺町５２２番地 

 TEL・FAX 0744-29-8787 

 

 

目黒 康二 会員 

●入 会 平成２８年９月１日 

●施術所 坂元接骨院 

住 所 〒639-2232 

      奈良県御所市御門町 695 

 TEL・FAX 0745-62-3483 
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〈本会ホームページ・フェイスブックのＱＲコード〉 

本会ホームページ QR コード 本会フェイスブック QR コード 

本会事業や新着情報など携帯電話やスマートフォンからの

アクセスには下記のＱＲコードをご利用ください。 
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〈施術所一覧〉                 （平成２９年２月１日現在） 
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休会会員（不記載）等含め １６７名 
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